
1 

 

文化財事業の概要 
 

１ 令和２年度実施事業 
 

 

（１）文化財関係 
 

 ア 実施事業 

 

(ｱ) 文化財ボランティア育成 

市内の史跡や文化財を紹介する文化財ボランティアの活動を支援するとともに、ボ

ランティアの養成や資質向上のため研修を開催した。 ※文化財ボランティアを育成

する養成講座は中止 

《ステップアップ研修》 

テーマ「冬のくらしと正月の祈り（展示解説）」 

開催日 １２月１５日（火） ※第２回～４回は中止 

参加者数 １８人 

ボランティア会員数 ４０人（令和２年度末） 

 

(ｲ) 「郷土誌かすがい」発行 

郷土史等の調査研究を発表し、市民が郷土の歴史、民俗、文化財に親しめるように

発行した。 

発行号 第７９号 

発行日 １１月１日 

部数 ２，５００部 

 

(ｳ) 指定文化財・郷土芸能保存 

市内の指定文化財や郷土芸能の保存整備などに対し補助金を交付し、保存及び継承

を図った。 

《補助実績》 

史跡等環境整備事業補助 ４団体 

無形民俗文化財後継者育成補助 １団体 

無形民俗文化財用具等修理・購入補助 １団体 

建造物火災報知設備点検補助 ４団体 

郷土芸能（保存・伝承）補助 １２団体 

郷土芸能（用具の修理・購入）補助 １２団体 

 

(ｴ) 文化財管理 

市内の史跡等の清掃を地元団体等に委託することで、地域に密着した文化財愛護意

識を育てつつ、文化財の適切な維持管理を行った。 

 

 

 

資料２ 
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 イ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった事業 

  

(ｱ) 内津文化財祭 

内々神社が所蔵する県指定文化財の社殿や庭園等を公開し、市民が文化財への理解

を深められるよう、地元や市内の団体の協力を得て開催。 

 

(ｲ) 文化財防火訓練・巡視 

貴重な史跡や文化財を保護し、次世代へ継承するため、文化財防火デーに合わせ、

防火訓練及び防火デー巡視を実施。 

 

(ｳ) 郷土芸能出前講座 

地域の郷土芸能保存団体を小学校に招き、郷土芸能を紹介・披露してもらい、団体

の指導により児童が練習や発表を行うことで、地域の民俗芸能の担い手を育成するた

め、郷土芸能出前講座を実施。 

 

 

 

（２）民俗考古関係 
 

 ア 実施事業 

 

(ｱ) 民俗考古展示等 

ａ 民俗考古展示室 

  郷土の歴史や文化財の保護・啓発を推進するため、民俗・考古資料の常設展示に

加え、体験・企画展示室において企画展を開催した。（令和２年度見学者数 

１，６５５人） 

また、森浩一氏より寄贈された図書及び資料を「森浩一文庫」で一般に公開した。 

民俗展示室 昔の農具や生活用具等を展示 

考古展示室 市内遺跡から出土した遺物を展示 

体験・企画展示室 企画展（※表１）を開催 

 

（表１） 

企画展名 期  間 
見学者数

(人) 

企画展「The 五月人形～端午の節句～」 ４月14日(火)～６月７日(日) 中止 

企画展「なぜ？なに？歴史の謎を解き

明かせ！～古墳編～」 
６月16日(火)～８月16日(日）  174 

企画展「須恵器が、埴輪に、御旅所古墳」 ９月１日（火）～11月22日（日） 641 

企画展「冬のくらしと正月の祈り」 12月１日(火)～１月17日(日） 142 

収蔵品展「ひなまつり」 ２月23日(火)～３月31日(水） 345 
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ｂ 親子体験教室 

古代の技術や昔ながらの遊びの体験等を通じ、歴史や民俗への関心を持つ機会と

するため、親子体験教室を実施した。 

 

教 室 名 開催日 参加者数(人) 

こいのぼりのモビールをつくろう ４月25日(土) 中止 

お寺で座禅！文化財どきどき体験！ － 中止 

勾玉をつくろう（文化財ボランティア協働事業） ７月18日(土) 中止 

昔のくらし☆探検隊 ８月22日(土） 20 

しめ縄をつくろう（文化財ボランティア協働事業） 12月19日(土） 20 

おひなさま柄のエコバッグをつくろう ２月13日(土） 中止 

 

ｃ 特別講座 

     国庫補助による埋蔵文化財活用事業として実施した。 

テーマ「御旅所古墳をめぐる考古学」 

開催日 １１月７日（土）、１４日（土）、２１日（土） 

参加者数 延べ１５２人 

 

ｄ 春日井古代史講座 

     地域の歴史や文化財に対する市民の関心を深めることを目的に開催した。 

テーマ「新たな春日井市の歴史～考古学からみた春日井の歴史 第１章～」 

開催日 ３月１３日（土）、２０日（土） 

参加者数 延べ１４４人 

 

ｅ 史跡見学 

   二子山古墳を始め市内の古窯や古墳の見学を実施した。 

件数 ６件 

人数 ２１６人 

 

ｆ 出前授業 

     小学３年生の社会科の授業と連動し、昔のくらしを学ぶ機会とするため出前授

業を実施した。 

学校数 １３校 

人数 １，１８４人 

 

 ｇ 四つ建て民家・民俗展示室の見学 

     小学３年生の社会科の授業と連動し、四つ建て民家や民俗展示室において昔の

生活用具等の展示解説を実施した。解説は文化財ボランティアが実施した。 

学校数 ４校 

人数 ４２７人 
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(ｲ) 埋蔵文化財調査 

ａ 国庫補助による埋蔵文化財の試掘・確認調査及び「概要報告書」の発行 

区画整理事業（熊野桜佐・春日井西部第一・春日井西部第二地区）や個人住宅

等各種開発行為と埋蔵文化財についての事前調整を図るための試掘・確認調査等

を行った。また、調査の概要をまとめた概要報告書を発行した。 

試掘調査 熊野町、黒鉾町、下屋敷町、宮町、美濃町、東山町 

確認調査 熊野西田面遺跡、勝川遺跡、桜佐下五反田遺跡、神領絲田遺跡、

上条城跡、篠木第３号墳、篠木第１１号墳 

本発掘調査 勝川遺跡 

 

ｂ 国庫補助による埋蔵文化財の整理及び保存並びに活用 

御旅所古墳出土遺物の再整理を実施するとともに、歴史講座、企画展を実施し

埋蔵文化財の活用、普及啓発を図った。 

御旅所古墳出土遺物再整理 

特別講座「御旅所古墳をめぐる考古学」の実施 

企画展「須恵器が、埴輪に、御旅所古墳」の開催 

遺跡解説パンフレット「御旅所古墳」の作製 

体験教室「古墳消しゴムをつくろう」の開催 

 

(ｳ) 民俗考古調査 

ａ 発掘調査及び調査資料の整理 

区画整理事業に伴い、本発掘調査を実施した。また、発掘調査で出土した遺物

や調査記録を整理した。 

本発掘調査 熊野西田面遺跡 

 

ｂ  資料の収集、整理、保存 

郷土の歴史を伝える貴重な民俗資料は、時とともに失われる危険性が高いこと

から、資料を調査・収集するとともに、再整理・処分を行い、記録した。 

 

 

 イ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった事業 

 

(ｱ) ハニワまつり 

下原古窯跡群と味美二子山古墳の関連や歴史的背景を広く市民に紹介し、歴史や文

化財を啓発するため、市民参加によりハニワを制作･野焼きし、ふれあい緑道（ハニワ

道）と二子山公園内にあるハニワの館に設置。あわせて体験工房等を開催。 
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２ 令和３年度事業計画 
 

 

（１）文化財関係 
 

 ア 新規・変更事業 

 

(ｱ) 内津文化財祭（Web開催） 

令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のためWeb開催とする。 

開催期間 ５月９日（日）～６月１２日（土） 

場 所 内々神社 

 

(ｲ) デジタルデータを活用した文化財啓発 

動画やWeb、VR（バーチャル・リアリティ）など、デジタルデータを活用した文化財・

遺跡・展示などの啓発を行う。 

特に、VRについては、360°全方向を撮影した画像を使用し、Web上で自由に見学でき

るツアーを内津文化財祭（Web開催）で既に公開しており、積極的に活用を進める。 

 

(ｳ) 国宝重要文化財等防災施設整備（密蔵院） 

文化庁より国宝重要文化財等防災施設整備費補助金を受け、密蔵院（多宝塔・木造薬

師如来立像）の防災設備整備を実施。消防ポンプ更新、ポール式放水銃等の設置、貯水

槽の補修、自動火災報知設備機器更新を年度内に予定。 

 

 

 イ 継続事業 

 

(ｱ) 文化財ボランティア育成 

(ｲ) 文化財防火デー 

(ｳ) 「郷土誌かすがい」発行 

(ｴ) 郷土芸能出前講座 

(ｵ) 指定文化財・郷土芸能保存 

(ｶ) 文化財管理 
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（２）民俗考古関係 
 

 ア 新規・変更事業 

 

(ｱ) ハニワまつり 

令和３年度は二子山古墳を題材とし、野焼きの炎を演出に取り入れたオリジナル創

作劇を上演する。また、ハニワまつり30年の歴史を振り返るパネル展示を実施。 

開催日 １０月２３日（土） 

場 所 二子山公園 

 

 

 イ 継続事業 

 

(ｱ) 民俗考古展示等 

(ｲ) 埋蔵文化財調査 

ａ 国庫補助による埋蔵文化財の試掘・確認調査及び「概要報告書」の発行 

ｂ 国庫補助による埋蔵文化財資料の整理及び保存並びに活用 

(ｳ) 民俗考古調査 

ａ 発掘調査及び調査資料の整理 

ｂ 資料の収集、整理、保存 


